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Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況

1 マクニカグループ実績（連結）1 マクニカグループ実績（連結）

3 ネットワーク事業実績3 ネットワーク事業実績

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）
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（単位：億円）

売上高

経常利益

純利益

予想
（11/4/25）

921

27

18

前年実績
(10/9)

934

32

21

実績
（11/9）

972

33

16

前年比

4%

3%

▲27%

予想比

6%

20%

▲12%

1 マクニカグループ実績（連結） Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況

① 実績
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30

（単位：億円）

前
年
実
績

実
績

予
想

750

500

1,000

10

40

250

20



5

連結売上高972億円

半導体事業 93%

ネットワーク事業
7%

② 事業別売上高構成比

1 マクニカグループ実績（連結） Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況
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（単位：億円）

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

① 半期毎売上高推移

上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期 上半期下半期

Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況
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用途

エリア

売上高907億 前年比+3.9％

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

② トピックス

産業機器は、昨年からの景気回復を受けて、幅広い分野向けに好調に推移。
震災影響による駆け込み受注の増加もプラス要因。

車載は、サプライチェーンの復旧に伴い2Qに急回復。

通信インフラは、携帯電話基地局向け通信システムやLTE基地局などが牽引

し堅調に推移。

民生機器は、震災に伴う生産調整の影響によりデジタル・スチル・カメラが
減少。

今期より連結対象としたCytech Globalの寄与、中国における携帯電話

基地局の活況、アジア地域への生産移管の拡大により、海外売上比率は、
32％となりました。

Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況
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売上高873億円

通信端末 8%

通信インフラ
21%

OA・周辺機器
9%

コンピュータ
12%

民生機器
21%

産業機器
29%

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

③ 用途別売上高構成比

売上高907億円

通信端末 8%

通信インフラ
22%

OA・周辺機器
8%

コンピュータ
10%

民生機器
19%

産業機器
33%

2011年3月期 上半期 2012年3月期 上半期

Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況
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品目別前年比

PLD
26%

ASIC
4%

ASSP
24%

アナログ
24%

メモリー
5%

その他標準IC
9%

電子デバイス
7%

PLD
ASIC
ASSP
アナログ

メモリー
その他標準IC
電子デバイス

その他

半導体事業計

＋4%
△29%
＋11%
＋7%

△35%
＋40%
＋1%

＋93%
＋4%

品目 増減率

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

④ 品目別売上高構成比

売上高907億円

その他
1%

Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況
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3 ネットワーク事業実績

① 半期毎売上高推移
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Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況

上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期 上半期下半期
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3 ネットワーク事業実績

② トピックス

用途

売上高65億 前年比+6％

クラウドの進展により、データセンター向け通信機器が伸張。

スマートフォンの拡大に伴った通信量の増加により通信設備向け
スイッチボードが堅調に推移。

企業向けソフトウェアは大型案件の需要減により減少。

Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況
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品目別前年比

ハードウェア
46%

ソフトウェア
13%

ハードウェア
ソフトウェア
サービス

＋13%
△11%
＋6%

品目 増減率
サービス

41%

3 ネットワーク事業実績

③ 品目別売上高構成比

売上高65億円

Ⅰ 2012年3月期 上半期の状況
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Ⅱ 2012年3月期 下半期の状況

1 マクニカグループ予想（連結）1 マクニカグループ予想（連結）

3 ネットワーク事業予想3 ネットワーク事業予想

2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）
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（単位：百万円）

上半期予想 前年比% 下半期予想 前年比% 通期予想 前年比%

売上高 97,229 4 102,771 8 200,000 6

集積回路及び電子デバイスその他事業 90,692 4 95,958 8 186,650 6

ネットワーク事業 6,537 6 6,813 8 13,350 7

売上総利益 14,507 9 14,393 3 28,900 6

営業利益 3,864 30 3,136 △7 7,000 10

経常利益 3,252 3 3,148 △3 6,400 0

当期純利益 1,566 △27 1,914 △18 3,480 △22

1 マクニカグループ予想（連結） Ⅱ 2012年3月期 下半期の予想

① 予想
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（単位：億円）

① 半期毎売上高推移

2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）

世界景気減速感から、下半期においては不透明。

産業機器は、上半期の駆け込み需要増の反動により、下半期は減速
する見込み。

通信インフラは、NGN関連、携帯電話基地局向け通信システムが堅

調に推移する見通し。

企業の設備投資に慎重な動きがみられることから、コンピュータ、
OA・周辺機器は低調に推移する見通し。

Ⅱ 2012年3月期 下半期の予想
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企業のIT投資は停滞、回復までには時間を要する可能性大。

3 ネットワーク事業予想

① 半期毎売上高推移

スマートフォンの拡大に伴った通信量の増加により、通信設備向けス
イッチボードが堅調に推移する見通し。

通信設備の増強による、無線アクセスポイントや帯域制御などの通信
機器が伸張する見込み。

企業向けソフトウェアは、設備投資抑制の影響を受け低調に推移。
クラウド向けソフトウェアに注力。
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Ⅱ 2012年3月期 下半期の予想
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Ⅲ 当社の方向

1 マクニカグループ（連結）1 マクニカグループ（連結）

3 ネットワーク事業3 ネットワーク事業

2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）
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グローバル市場への展開

1 マクニカグループ（連結） Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 - エリア

EUROPE 

JAPAN
Altima, Corp
Clavis Company
Brilliant Technologies Company
TecStar Company 
Elsena, Inc.
Kogent, Inc.
Macnica Networks Corp

ASIA
Cytech Technology Ltd( HK, PRC)
Cytech Global Ltd. (Sin, ASEAN)

Galaxy Far East Corp.(TWN, PRC)
Macnica Asia Pacific Pte. Ltd.

USA
Macnica USA, Inc.
Macnica Americas, Inc.

Macnica GmbH
ActiveComp Electronic GmbH

*
*

*
*

*非連結子会社
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2010年度

上半期

2011年度
上半期

Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 – 用途

産業機器市場、車載市場への浸透

2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）

219億円
産機 産機

263億円

2010年度

上半期

2011年度
上半期

53億円 75億円
車載車載
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Juniper vGW（Altor）：
クラウド向けセキュリティソフトウェア

3 ネットワーク事業 Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 - 用途

クラウド向け新規ソリューション

Nimbus Data：SSDストレージシステム

StorSimple：ハイブリット型クラウドストレージ

Vkernel：仮想環境最適化ソフトウェア
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Ⅳ 利益還元

配当方針

Ⅳ 利益還元

配当について

円 銭円 銭円 銭

30.0015.0015.0023年3月期

40.0020.0024年3月期（予想）

20.0024年3月期

合計期末第2四半期末

年間配当金

株主尊重・株主重視を経営の重要事項と位置付け、利益還元に
ついては、将来の事業展開と経営体質を強化するために必要な
内部留保を勘案しつつ、業績に応じて安定的かつ継続的に実施
することを基本方針としております。

配当予想
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